
「飲料およびたばこ自動販売機」 製品分類別基準 （PCR番号：CF-01）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

注）　この基準はエコリーフプログラム実施用に作成されたものです。事務局の承諾なく、本内容を他の目的に使用することを禁止致します。

№ 大項目 中項目 小項目 取り決め事項

1

定義
１）日本国内市場向けに開発された飲料用自動販売機及びたばこ用自動販売機とする。

２）製品区分及び製品分類は「付表１：対象製品の分類・範囲・仕様」による。

３） 「缶・たばこ併売機」など複数の機能を併せ持つ製品の場合は、どちらか環境負荷の大きい方のPCR基準を適用するもの
とする。

2

範囲
１）製品範囲は標準仕様を含む製品本体と付属部品一式とし仕向け専用部分は除く。

２）製品標準仕様については「付表１：対象製品の分類・範囲・仕様」による。

３）付属品はアンカーセット、取扱い説明書及びすべての梱包材とする。

4) 個別製品のラベル登録以外に、「付表２：製品シリーズの設定」に従い、特有の環境負荷特性を持つ「製品シリーズ」を設定
し、所定の要件を備えた製品群をひとつもしくは複数のラベルとして登録できるものとする。このとき各ラベルは、代表モデル
型式（実測代表モデルあるいは計算代表モデル）の製品環境情報、および、その他の型式の製品環境情報の算出方法とで構
成されるものとする。

3
ステージ 範囲

全ライフサイクルステージ（本プログラムで規定するPEIDSに掲げるすべてのステージ;製造、物流、使用、廃棄・リサイクル）を
対象とする。

4

製品
データ
シート
（ＬＣＩ入
力デー
タ）

製品ステー
ジ情報
（製品情報）

製品材料
または
原料構成 １）部品等Ａ：「付表３：部品等Ａ一覧表」による。

　①缶・ボトル機は外箱本体及び、商品収納部（商品投入口、商品搬出装置は除く）と冷却ユニット部から二者択一とする。
　②紙容器機は外箱本体及び、商品収納部（商品搬出装置は除く）と冷却ユニット部から二者択一とする。
　③カップ式機は外箱本体及び、カップ収納器（カップドロップリングは除く）と冷却ユニット部から二者択一とする。
　④たばこ機は外箱本体、商品収納部（商品搬出装置は除く）とする。

２）最終組立ての範囲は製造フローに明記する。

３）資源の投入量
　　資源投入量は製品となった段階の材料質量とし、製品質量の９０％以上の材料を種類別に分類、残りは比例配分し１０
０％換算する。ただし、半導体基板は計上すること。

４）材料名
　　製品データシートに記載する材料名は、“普通鋼、ＳＵＳ、アルミニウム、その他金属、熱可塑性樹脂、熱硬化性樹脂、ゴ
ム、ガラス、紙、半導体基板、蛍光灯（本数）”の11項目とする。この１１項目以外のものは原単位名を記載する。

5

製造ステー
ジ情報
（製造サイト
情報）

投入消費
排出される
物質と
エネルギ

１）投入、消費項目
　　電力、Ａ重油、軽油、灯油、ガソリン、ＬＮＧ（都市ガス）、ＬＰＧ、都市用水、工業用水、地下水。

２）排出項目
　　特定せず。但し、各社で重要と判断したものを記載する。

３）副産物・副資材
　　製造サイトで投入廃棄されるもので、製品と共に出荷されない資材を副資材と定義する。副産物・副資材は計上しなくても
よい。

４）輸送：部品等Ａの製造サイトから最終組立までの経路の輸送負荷を計上する。

6

物流ステー
ジ情報

製品の輸
送条件 １）ユーザまでの輸送手段・積載率は申請各社が設定するモデルに基づくものとする。

２）国内の総輸送距離（使用場所までの輸送）は、５００ｋｍとして算出することとする。
　　ただし、実績が明確な場合には、各社の実績に基づく輸送距離を設定しても良い。

３）海外から国内への製品輸送総距離数は各社の設定による。

４）本体の包装の廃棄リサイクルは、Ｎｏ．８の「廃棄・リサイクル」に入れる。

7

使用ステー
ジ情報

製品の使
用条件 １）使用条件

　①缶・ボトル機は、自動販売機－試験方法 ＪＩＳ Ｂ ８５６１による。
　②紙容器機は、自動販売機－試験方法 ＪＩＳ Ｂ ８５６１による。
　③カップ機は、自動販売機－試験方法 ＪＩＳ Ｂ ８５６１による。
　④たばこ機は、JVMA ２ B０１２　消費電力量試験規格（たばこ自動販売機）による。

２）使用期間は５年間とする。（オーバーホールはしないものとする）

３）消耗品・交換部品
　①消耗品は、蛍光灯１回／２年交換とする。使用本数と容量は製品仕様による。
　②その他の交換部品はなしとする。

製品PCR
制定
の前提

1



№ 大項目 中項目 小項目 取り決め事項

8

製品
データ
シート
（ＬＣＩ入
力デー
タ）

廃棄・リサイ
クルステー
ジ情報

製品の
廃棄・リサ
イクル条件 製品の廃棄及びリサイクルシナリオは「付表４：廃棄シナリオ」及び次の条件とする。

１）当該製品分類の製品回収はマニュフェスト処理に基いていることを鑑みて、製品回収率は１００％とする。

２）破砕・選別処理の適用原単位は各社設定の原単位適用も可とする。

３）蛍光灯リサイクルは、ガラス１７５ｇ/本+Ａｌ板５g/本とし、交換用を含め本数は３倍する。

４）破砕処理後の金属類のリサイクル率は８０％とする。（JEMAデータによる）

５）産廃焼却後に埋め立て処理する場合の減容率は焼却前の1/10とする。

６）梱包材のリサイクル率は100％とする。

７）機械油を使用している場合は産廃焼却処理するものとする。

9

インベント
リー分析

LCI計算式

１）オープンリサイクル/リユースを含む場合は、間接影響分と直接影響分に分けて計算し、このうち間接影響分を「リサイクル
効果」として表現する。「PEIDS」では間接影響の合計を「リサイクル効果」欄に記載し、リサイクル効果の内訳を「解説」欄等に
記載する。

２）シリーズ製品登録の場合は、実測代表モデルあるいは計算代表モデルの数値データを付表２第９項に従い計算する。代表
モデル以外の型式については、付表２第９項の計算方法を様式１別紙に記載する。

10
インパクト
評価

カテゴリ
追加

PEIDSから「オゾン層破壊」「富栄養化」の項目を削除する。

11 データ加工
アロケー
ション

統一せず　各社適宜決定する。ただし、製造フロー等にて明確化する。

12

データ収集 収集範囲
１）構成部品の材料別質量を把握する場合、測定実績、設計データ、CADデータ、購入部品のカタログデータを利用できる。

２）データを把握できない場合は、設計時または、計画時の条件を含むデータで代用しても良い。

３）同一部品で、製造サイトが複数にわたる場合は、代表の工場のデータを採用しても良い。

４）製造サイトのデータ取得が実質上困難である場合は、類似品の製造サイトの実測データで代用しても良い。

５）季節変動を伴う製造サイトデータの収集期間は年単位とする。

６）収集する質量データは、1ｇ以上とする。

13
カットオフ
ルール

カットオフを適用する場合は、その旨を明記し、かつその理由を明確にする。

14

データ
ベース

共通原単
位の選定 適用する原単位をＬＣＩ共通原単位リストに従って定める。

１）代替原単位を使用する場合は明記する。

２）下記の部品に関しては各社原単位を申請する場合を除き、以下に指定した素材製造共通原単位、もしくは部品製造共通
原単位を適用する。

　①蛍光灯→ガラス175ｇ/本+Ａｌ板５g/本で代用する
　②小型モータ及びソレノイド→中型モータ
　③熱交換器→溶融メッキ鋼板２５％+Ｃｕ板４５％+Ａｌ板３０％
　④ハーネス配線→Ｃｕ板６０％、該当樹脂４０％
　⑤ロー材→Ｃｕ板
　⑥機械油→潤滑剤で代用する
　⑦廃棄）冷媒（Ｒ407Ｃ，Ｒ134a）→フロン12分解
　⑧製造）冷媒（Ｒ407Ｃ）→ＨＦＣ１３４ａ

15
原単位の
追加 なし。

16

特性化係
数の追加 なし。

17

製品環
境情報

製品仕様

１）各製品機種ごとに設定。「付表５：機種別製品仕様表」によるが、その他の項目は各社の任意で追加できるものとする。

２）製品シリーズの製品型式構成及び製品基本情報は各社ホームページよりデータを公開するものとする。
このことを明示するため「当製品シリーズの基本情報は当社ホームページにてデータを公開しています。」等を表記する。

３）シリーズ製品登録の場合には、「実測代表モデル」又は「計算代表モデル」の区分を明記すること。

４）使用者等からの環境負荷値に関する電話等の問い合わせに対しては数値で回答するものとする。

製品環
境情報
データ
シート

内訳
データ
シート
（PIES
関連）

内訳
データ
シート
（製品
データ
シート
関連）

2



№ 大項目 中項目 小項目 取り決め事項

18

製品環
境情報

１）記載項目
　必要項目として規定（ガイドライン）されている、「温暖化負荷、酸性化負荷、エネルギー消費量」を記載することとし、選択項
目７項目の内、「オゾン層破壊」と「富栄養化」を除く５項目（ガイドライン）は記載自由とする。

２）対象ガイドラインステージ
　記載自由とする。

３）使用条件の設定
　使用期間（５年間）

４）表現方法
　文章、表、グラフいずれの選択も自由とする。

５）シリーズ製品登録の場合には、下記注意書きを様式１～３に付すこと。

【実測代表モデル型式のラベルの場合】
・｢本ラベルは、[消費電力特性のX軸項目を記載]が　　～　の製品群の環境情報を開示しています。（様式1-Aセクションの下
に記載）｣
・｢様式１～３に開示されている製品環境情報は実測代表モデルのデータです。その他の型式については、様式１別紙にシ
リーズ関係式を用いて開示しています。（様式1-Ｄセクションの下部、様式2下部、および様式3の解説欄に記載）｣

【計算代表モデル型式のラベルの場合】
・｢本ラベルは、[消費電力特性のX軸項目を記載]が　　～　の製品群の環境情報を開示しています。（Aセクションの下に記
載）｣
・｢様式１～３に開示されている製品環境情報は計算代表モデルの設計・実測値および実測代表モデルのデータを用いて作成
されたものです。その他の型式については、様式１別紙にシリーズ関係式を用いて開示しています。（様式1-Ｄセクションの下
部、様式2下部、および様式3の解説欄に記載）｣

６） シリーズ製品登録の場合は下記項目を含む様式１別紙を添付すること。
　①シリーズ名称
　②シリーズ特性
　③シリーズ対象製品の範囲
　④実測代表モデルの型式（計算代表モデルの型式）
　⑤モデル型式以外の製品シリーズ型式のステージ別の環境負荷計算式およびその説明（注1）
　⑥シリーズ対象型式一覧表

19

その他
環境関
連情報

選択記載
項目 下記のものを記載できる

１）タイプⅠ、タイプⅡ及び/又はタイプⅢの環境ラベル

２）ISO14001認証の取得

３）国または工業会等の認証・認定・表彰

４）有害物質に関する情報

５）環境配慮型素材の情報
　該当部を指定し、素材名を明記する。

６）グリーン調達

７）化学物質の管理

注1：説明の例

【考え方】使用時の環境負荷量を、消費電力量（kWh/5年）と比例するものとして算出します。消費電力量は調整庫内容積との比例関係より算出しま
す。（庫内の保温状態を維持するためには、外部からの熱移動量に相当する熱量を、冷却装置により熱交換を行う必要があり、熱移動量に見合うエネ
ルギーが電力として消費されるため、調整庫内容積にほぼ比例します。）

データ公開
内容

3



PCRレビューの実施 

レビュー実施日（制定） 2006/12/19 

有効期限 2017/1/31 

エコリーフ審議委員会 代表：内山 洋司 所属：筑波大学大学院 

 

本 PCRの改訂等履歴 

実施日 訂番 実施内容 

2006/12/19 01 制定 

2008/1/11  軽微な修正 

2011/2/1  更新 

2014/2/1  更新 

 



様式１別紙（CF）                                                           2006.12.19 制定 

製品分類名 飲料およびたばこ自動販売機 CF-01 ｴｺﾘｰﾌ作成事業者名  ｴｺﾘｰﾌ登録番号  
 
説明例：本ラベルは、消費電力特性および製品質量特性が同一である製品群に対して定義した製品シリーズにおいて、消費電
力量が類似する製品グループごとに発行したものです。本ラベルに含まれる製品型式の環境負荷データは特性を表す関係式を
用いて、以下のように算出して頂けます。ご不明な点は様式１のお問合せ先までご連絡ください。 
 
１．シリーズ関連情報 
1）製品シリーズ名称  

２）製品シリーズ特性  

３）対象製品の範囲 
①セレクション数のシリーズ全体の範囲：  

②[消費電力量特性 X 軸項目名を記載] のシリーズ全体の範囲： 

 
２．関連型式情報 

1）本ラベルで製品情報が登録公開されている代表型式：  

2）その他の、本シリーズに含まれる型式の環境負荷は下記、計算式にて概算できます。 

*温暖化負荷以外の各種環境負荷も同様にして算出できます。 

 
倍率の計算式 
 

 
（説明例）【考え方】素材製造、物流、廃棄リサイクルの各ステージの環境負荷量が、製品質量と比
例するものとして算出します。製品質量は製品体積との比例関係より算出します。（材料構成が同一
であり、かつ製品体積の大きさに応じて製品の質量が決まるため、製品質量は製品体積にほぼ比例し
ます。） 

 
 
（説明例）【考え方】使用時の環境負荷量を、消費電力量（kWh/5 年）と比例するものとして算出し
ます。消費電力量は調整庫内容積との比例関係より算出します。（庫内の保温状態を維持するために
は、外部からの熱移動量に相当する熱量を、冷却装置により熱交換を行う必要があり、熱移動量に見
合うエネルギーが電力として消費されるため、調整庫内容積にほぼ比例します。） 

 

３）シリーズ対象型式一覧表 

     [ シリーズ名称を記載 ] シリーズの各ラベルに含まれる型式 

No. 
ラベル 

登録番号 

[消費電力量特性 X 軸項

目名を記載]（注 1） 
モデル種別 型式 

１     

２   

３   

４     

５   
（注１）各ラベルの範囲は、含まれる型式の消費電力量が、±１５％以内の分布と設定されています。 

ステージ 実測代表モデルの温暖

化負荷（CO2 換算）kg シリーズ製品の温暖化負荷（CO2 換算）kg* 

素材製造  代表モデルのＡ倍 （A の値は下記計算式で算出できます。） 

製品製造  代表モデルと同等 

物流  代表モデルのＡ倍 （A の値は下記計算式で算出できます。） 

使用  代表モデルのＢ倍 （B の値は下記計算式で算出できます。） 

廃棄  代表モデルのＡ倍 （A の値は下記計算式で算出できます。） 

リサイクル  代表モデルのＡ倍 （A の値は下記計算式で算出できます。） 

式を記載シリーズ定義書の倍率算出値等調整庫内容積算出値 ←+×= ][)(][ lB

式を記載シリーズ定義書の倍率算出値製品体積　　算出値 ←+×= ][)(][ lA
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付表１：対象製品の分類・範囲・仕様 2006.12.19制定

製品範囲

製品区分

製品基本分類
(定義の出典）

製品定義

部位 標準仕様 部位 標準仕様 部位 標準仕様 部位 標準仕様
塗装色 メーカー標準色 塗装色 メーカー標準色 塗装色 メーカー標準色 塗装色 メーカー標準色

扉タイプ メーカー標準タイプ 扉タイプ
メーカー標準タイ
プ

扉タイプ メーカー標準タイプ 扉タイプ メーカー標準タイプ

展示台 メーカー標準 展示台 メーカー標準 展示台 商品ダミー用
展示商品 取付なし 展示商品 取付なし 展示商品 フレーバーラベル 展示商品 取付なし
押しボタン メーカー標準 押しボタン メーカー標準 押しボタン メーカー標準 押しボタン メーカー標準
硬貨選別機 取付あり 硬貨選別機 取付あり 硬貨選別機 取付あり 硬貨選別機 取付あり
紙幣識別機 取付あり 紙幣識別機 取付あり 紙幣識別機 取付あり 紙幣識別機 取付あり
リモコン メーカー標準 リモコン メーカー標準 キーボード メーカー標準 リモコン メーカー標準
冷温・価格表示 メーカー標準 冷温・価格表示 メーカー標準 冷温・価格表示メーカー標準 価格表示 メーカー標準
電源 単相・１００Ｖ 電源 単相・１００Ｖ 電源 単相・１００Ｖ 電源 単相・１００Ｖ

庫内に冷却装置、加熱装置、製
氷装置及び各種飲料の原料、飲
料水、炭酸ガスを用いて飲料を
製造、販売する何れかの装置を
持ち、貨幣又はカードを使用する
ことによって自動的にカップ入り
飲料を販売する飲料自販機で、
以下を除く。
１）ペルチェ冷却方式のもの。

貨幣又はカードを使用することに
よって、自動的にたばこを販売す
る自販機で、以下のものを除く。
１）製品の正面をガラス製にして
販売商品を利用者に見せて販売
するもの。
２）台の上に載せて使用する卓
上のもの。
３）車両等特定の場所で使用す
ることを目的とするもの。
４）電気用品安全法の特定電気
用品でないもの。

製品標準仕様

標準仕様 標準仕様 標準仕様 標準仕様

圧縮式冷凍機と庫室を構成する箱
体を一体とし、貨幣又はその他の決
済手段（電子マネー、クレジットカー
ド、ディビットカードなど）を使用する
ことによって、自動的に缶・ボトル・
PET容器を販売する飲料自販機で、
以下を除く。
1）商品を常温又は常温に近い温度
のみで保存する収容スペースを持つ
もの。
２）製品の正面をガラス製にして販売
商品を利用者に見せて販売するも
の。
３）台の上に載せて使用する卓上の
もの。
４）車両等特定の場所で使用するこ
とを目的とするもの。

圧縮式冷凍機と庫室を構成する
箱体を一体とし、貨幣又はカード
を使用することによって、自動的
に紙容器飲料等を販売する飲料
自販機で、以下を除く。
1）商品を常温又は常温に近い
温度のみで保存する収容スペー
スを持つもの。
２）台の上に載せて使用する卓
上のもの。
３）車両等特定の場所で使用す
ることを目的とするもの。

たばこ用自動販売機

たばこ自動販売機
（JVMA　２　B０１１：２００７）

飲料およびたばこ自動販売機

缶・ボトル自動販売機
（JVMA　２　B００１：２００７）

飲料用自動販売機

紙容器自動販売機
（JVMA　２　B００２：２００７）

カップ式自動販売機
（JVMA　２　B００３：２００７）
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付表２：　製品シリーズの設定 2006.12.19制定

1．ラベル登録の単位
　ラベル登録の方式には、下記の２種類がある。

２．自販機PCRにおける製品シリーズの考え方

３．製品シリーズの定義の目的

４．製品シリーズの定義の要件
（1）同一機能の製品群であり、３型式以上のシリーズ内型式があること。
（2）同一時期に開発された製品群であること。なお同一時期とは、先頭モデル型式の出荷から３年以内とする。
（3）次項の要件を満たす同一の環境負荷特性を有すること（環境負荷を同一の関係式で表せること）

図４-1　関係式定義の例（缶自販機の事例）

３）定義する環境負荷特性は次の２種類の環境負荷特性を定義すること。

従来の製品単位でラベル登録を実施し、環境データを公表する方式

1）自動販売機の場合、顧客に手渡される段階の製品型式は、客先指定の型式であり、客先ごとに体系化さ
れた型式名が使用されている。自販機メーカにはその製品シリーズごとに開発先頭モデルであるメーカ標
準型式（マザーモデルと言う）があるが、メーカ標準型式は製品に表示されるわけではなく、同じモデルから
派生した製品が客先ごとに別々の仕向け型式で表示され、管理されている。

2）自販機メーカでは、仕向け型式ごとの対応では混乱が生じるため、「製品シリーズ」の考え方を取り入れ、
仕様は異なるものの、開発思想が同じで、共通図面も多く製品の類似性が高い製品群をひとつの製品シ
リーズとして取扱い、同時一元的に開発している。

3）エコリーフは1型式１ラベルが基本であるが、仕向け型式ごとにラベル取得を行うのはメーカごとに1000～
2000型式と膨大な仕向け型式が派生するため実現不可能である。そのため、このメーカ標準型式（マザー
モデル）の考え方を導入し、「１製品型式１ラベル登録」ではなく、「複数製品型式１ラベル登録」の考え方を
導入する。

バラツキ幅
±１５％以内
バラツキ幅

±１０％以内

ラベル登録方式 内容

基準範囲

１）同一の特性名称で、シリーズ内製品を定義することができること
　　「缶ボトルＨ＆Ｃ高断熱厚壁機シリーズ」「缶ボトルＨ＆Ｃスリムタイプシリーズ」など特性を表す言
葉でシリーズを定義できること。　定義する名称は各社の設定でよいものとする。

①シリーズ製品登録

②個別製品登録

エコリーフ環境ラベルを自動販売機に適用するためには「製品シリーズ」での登録が必要になるが、「製品
シリーズ」の定義が不明確であれば、情報の受け手（製品のユーザ）に間違った解釈を与えることになりか
ねず、ラベルの信頼性を損なう恐れがあるためこれを防止することを目的とする。

一定の条件（シリーズ製品要件）を備えた製品群を、代表モデルと特性
を表す関係式（計算式）を使って環境データを公表する登録方式

２）製品価値を表す性能と環境負荷特性の関係を表す関係式が定義できること
　　下図（図4-1）に示すように、各モデル型式の性能値（庫内容積、商品収容量などカタログ等で使用
者が入手可能な性能値に限る）と環境負荷値（消費電力量など）をグラフ上にプロットし、最小自乗法
を用いて関係式を導き、プロットのバラツキ幅を以下に定める基準範囲内に収めることができること。
また、その結果として下記①の関係式が明示できること。　明示する関係式は各社の設定でよいもの
とする。
　①環境負荷値（Y)と性能値（X）の関係を関数で表した関数式

環境負荷特性区分

主として素材製造段階の環境負荷である製品質量に大きな影響を及ぼ
す特性で、製品体積と製品質量の関係特性等がこれに当たる。

環境負荷特性の内容
消費電力
量特性

製品質量
特性

主として使用段階の環境負荷である消費電力量に大きな影響を及ぼす
特性で、調整庫内容積と消費電力量の関係特性などがこれに当たる。

ｋWｈ

Ｘ軸・性能値（調整庫内容積等）

10000

5000

1000 1500 2000 2500

Ｙ
軸
・

環
境
負
荷
値

(

消
費
電
力
量
等
） ℓ

手順１）実測値又は設

手順２）プロットに基づき最小自乗法により

0

Ｙ＝ａＸ+ｂ
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付表２：　製品シリーズの設定 2006.12.19制定

５）シリーズ定義に用いる性能値（Ｘ軸）及び環境負荷特性は（Ｙ軸）下表による。

Ｘ軸
Ｙ軸
Ｘ軸
Ｙ軸

　缶・ボトル機：調整庫内容積（ℓ）＝冷蔵室庫内容積（ℓ）＋温蔵室庫内容積（ℓ）×４０／１１
　　　紙容器機：調整庫内容積（ℓ）＝冷蔵室庫内容積（ℓ）＋温蔵室庫内容積（ℓ）×４０／１０

６)環境負荷特性データ及び関係式の作成方法
　データ及び関係式の作成方法は、Ａ方式を原則とするが、Ｂ方式も選択できるものとする。

実測点数

７)シリーズ内型式の登録
　シリーズ内型式は下表の５分類があり、８[製品シリーズ定義書]の様式と記入例にて登録する。

項目
型式分類

注) 実測するモデル型式は、ラベル登録時点で実測値を使用してプロットする。

４）プロットに用いる環境負荷値は実機測定値を原則とするが精度のある設計値も可とする。
　精度のある設計値とは過去の類似製品の測定値から導かれた関係式など説明できるものであること。

（注２）調整熱容量とは、カップ式自動販売機において消費エネルギーの大半を占める「水を司る機
能」である湯タンク、冷水槽、製氷機の容量とそれぞれの温度変化を勘案して補正した値で、特定省
エネ機器制度の基準に使用されている。算式は以下のとおり。
調整熱容量（kJ）＝{湯タンク容量（ℓ）×８０＋冷水槽容量（ℓ）×１５＋貯氷量（kg)×（１５＋８０）÷０．９
１７｝×４．１９

簡易説明：シリーズ内の共通特性を表
すキーワード・因子を必ず入れること

○

設
計
値

○

○ ー

○

○

実測代表モデル型式

測
定
値

(

注

)

製
品
環

境
情
報

ー

ー

消費電力量ｋｗｈ

全点プロットにて最小自乗法により関
係式を導く方法

プロット点数

関係式の
作成方法
シリーズ内型式
の登録

全型式

５点以上任意（５点未満は全数）（注1） 全数プロット

消費電力
量特性

←
たばこ機

関係式の成立理
由

型式追加 型式名のみ追加（但し詳細説明要）

項目 ５点プロット方式（Ａ方式）
５点プロットにて最小自乗法により関係式を
導く方法

消費電力量特性：　関係式の±15％

製品総質量㎏
（注１）調整庫内容積とは、ホットアンドコールド式自動販売機において、C室（冷蔵室）とH室（温蔵室）
の配分の差で、消費エネルギーが大きく変動することから省エネ基準設定が困難であったため、これ
を避けるためH室をC室並みに置き換える調整操作をしたものであり、特定省エネ機器制度の基準に
使用されている。算式は以下のとおり。

← ← ←
調整熱容量kJ（注２） 蛍光灯ワット数

製品質量
特性

←
← ←

製品体積ℓ ←←
←

カップ機負荷特性 缶・ボトル機 紙容器機
調整庫内容積ℓ（注１）

5 型名登録モデル型式 Ｔ ○ ー ー ー
シリーズ内型式として型名のみ登録する型
式で「Ａ方式」を採用した場合のみ。

消費電力量特性：設計値の±15％
製品質量特性　：　設計値の±15％製品質量特性　：　関係式の±10％

型式名とプロットの追加必要

設計値点数
３点以上任意

実測が間に合わないもの全数
１年以内に実測し結果を報告する

（翌年度新規登録する場合にはその時点）(注2）

詳細説明：シリーズ内の共通性を示すキー
ワード・因子を必ず入れて、他シリーズとの
差異を具体的に説明する

M

ー

○○

環境負荷値について実機にて実測を行い、
実測値をプロットする型式。
環境負荷値について実測が間にあわない
ため、設計値をプロットする型式。

ー

3

4

実測モデル型式

P 

S

設計モデル型式

バラツキの
許容範囲

設計
値の
確認

実績報告

シリーズ代表モデルで、製品環境情報をす
べて開示、登録する型式。

2

1

（注1）プロットデータに選択した理由が明確であること。また、６．ラベル分割の条件を満たすこ
と。

モデル型式属性の説明

（注2）設計値の確認の結果、実測値がバラツキの許容範囲を超えた場合でも当該製品の登録
は維持できるが、データ補正において当該製品は関係式の適用外とする旨を様式１に追記し、
当該製品の様式１～３を作成し当該ラベルに付すこと。この場合でも一度定義された関係式は
その他の製品に対して有効であることとしてよい。

分
類

記
号

定
義

リ
ス
ト

№

全点プロット方式（Ｂ方式）

実測代表モデル型式のデータを部分的に援
用し製品環境情報を全て開示、登録する型
式。

計算代表モデル型式 M' ○ ○ ○
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付表２：　製品シリーズの設定 2006.12.19制定

５．代表モデル型式の設定

分類

工
業
会

指
定

６．ラベル分割の条件
（1）ラベル分割の目的

（２）ラベル分割の基準
缶自販機の事例

図6-1

缶自販機の事例

２４セレ

代表機種
中型

レギュラー
機

代表機種

セレクション ４０セレ

６連直積
２４セレ機

Ｈ＆Ｃ
２０セレ機

紙容器機
標準

４０セレ機

セレクション

カップ式機

　シリーズ製品登録にて下記仕様の型式を含む場合には、下記の型式の内１型式を代表モデルとして選定
し、含まないシリーズの場合の設定型式は任意とする。また、H&C２０セレクション(以下、セレ)機とH&C３０
セレ機の両方をシリーズに含む場合は、H&C３０セレ機を優先して設定するものとする。

缶・ボトル機 たばこ機

990ｍｍ

４連サーペン ５連サーペン 収納装置 トリプルタイプ
コーヒータイプ

レギュラー

製品幅２０セレ ３０セレ

標準
４０セレ機

３室：ＣＨＨ ３室：ＣＨＨ 室構成 ２室：ＨＣ 湯タンク容量 ８～10Ｌ 幅 800幅

２列以上 ２列以上
冷却水容量

10～29Ｌ

シ
リ
ー

ズ
代
表

モ
デ
ル

収納装置

室構成

500ｍｌペット

セレクション

代表機種

製氷機貯氷量

◎ ◎ ◎

1.9～3.5㎏

奥行き

有り

10

Ｈ＆Ｃ
30セレ機

ミル

キャニスター

代表機種

シリーズ製品の製品環境情報をエコリーフ環境ラベルにより情報開示する場合、シリーズに属する製
品の大小により環境負荷の幅が大きいとラベルの読み手である使用者に誤解を与えかねない。シ
リーズ製品の「ラベル分割」はこのような配慮から、ひとつの代表モデルで代表するシリーズ製品の性
能値（X軸）の範囲に制限を設け、シリーズ製品群を分割し、分割後のシリーズに属する製品群ごとに
代表モデルを設定し環境情報を開示するための方法である。

ラ
ベ
ル
分
割
前

ラ
ベ
ル
分
割
後

消
費
電
力
量

(ｋWｈ)

調整庫内容積等 (ℓ)

10000

5000

1000 1500 2000 2500

調整庫内容積 (ℓ)

10000

5000

1000 1500 2000 2500

＋15％
－15％

Ａ点

＋15％
－15％

Ｂ点

Ｃ点

Ｄ点

第１分割 第２分割 第３分割

様式1～3

計算代表

様式1～3

実測代表

様式1～3

計算式

により
計算式

により

6765

9153

消費電力

計算代表

11000

(kWh)
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付表２：　製品シリーズの設定 2006.12.19制定

１）ラベル分割は環境負荷特性のうちの消費電力量特性を対象とし、製品質量特性は対象としない。

４）シリーズ分割ラベルの内、最低１シリーズ分割は実測代表モデルにより、ラベル登録を行うこと。
５）実測代表モデルによるラベル登録は本PCR基準を全て満たしたデータ集積を行いラベル登録する。

８）モデルの存在しない分割域についてはラベル登録の必要はない。

７．製品シリーズに関する運用
（1）製品シリーズ定義書の運用

（2）製品シリーズ定義書の記入内容
１）製品シリーズ名称　　：　製品シリーズの固有の特性を表す名称をつける。名称のつけ方は内容が明確
 であれば各社の定義でよいものとする。

４）関係式

５）ラベル分割
　　６項ラベル分割の結果を下記により明示する。

①分割範囲　　　　　　　：　Ｙ軸及びＸ軸の分割範囲を、各分割域の上限値及び下限値で設定。
②代表モデル型式　　　：　各シリーズ分割の代表型式名（メーカ標準型式名）。
③代表モデル製品説明：　上記②の製品説明を簡潔に表示。
④代表モデル型式区分：　実測代表モデルか計算代表モデルかの区分。
⑤備考　　　　　　　　　　：　考慮すべき事項があれば記入。

６）当該製品シリーズに含まれる製品型式（メーカ標準型式）
　　

②代表区分　　　　　　　：実測代表モデル、計算代表モデルの区分。「実測」又は「計算」と表示する。

④分類　　　　　　　　　　　：代表モデル型式（M,M'),測定モデル型式（S),プロットモデル型式（P),
   型名登録型式（Ｔ）

⑥環境負荷値　　　　　　：関係グラフに用いた環境負荷値（型名登録モデル型式Ｔについては不要）
⑦備考　　　　　　　　　　　：考慮すべき事項があれば記入

（3）その他の運用ルール
１）以下の場合には、「製品シリーズ定義書」 を再提出しデータ補正を行う。

①シリーズ型式を追加する場合
②設計値の確認のため実測した結果、上記第４項（3）の6)で定める許容範囲から逸脱した場合
③関係式その他に間違いがあることが判明した場合
④エコリーフ事務局より、訂正の要求が出た場合

３）ラベル分割後のシリーズ分割ラベルの中に実測代表モデル型式、計算代表モデル型式のいずれ
かの最低１型式が含まれること。

７）ラベル登録番号は、実測代表モデル及び計算代表モデルに代表される各シリーズ分割(ラベル）ご
とに設定する。

２）製品シリーズ特性　　：　製品シリーズ固有の特性を定義した内容を示す。各社で設定する。

②倍率式定義　　　　　：　①の関係式の両辺を代表モデル型式のY値で割り、代表モデル型式
の環境負荷値に対する倍率を計算する式に変換する。

①関係式定義：　環境側面における製品シリーズ固有の特性（消費電力量特性及び製品質量
特性）を示す関係式を定義する。式は各社の製品データの調査結果に基づいて設定するものと
する。

２）上図（図６－１）で示す様に、消費電力量特性グラフでの消費電力量（Ｙ軸）の値が±15％以下とな
るようにシリーズの範囲を分割する。7項の製品シリーズに関する運用において、将来の型式追加に
備えて、プロットした範囲を超えて範囲を設定しても良い。

６）実測代表モデルを代表モデルとしないシリーズ分割の代表モデルは「計算代表モデル」とし、９項
「シリーズ内製品型式のデータ開示」に示す計算式適用基準により様式1～３のデータを作成し、ラベ
ル登録を行う。

⑤性能値　　　　　　　　：　関係グラフに用いた性能値（型名登録モデル型式Ｔについては不要）

９）７項（3）のデータ補正が必要になった場合は、該当するシリーズ分割のラベル補正でよいものとす
る。

③関係式の成立理由　：　①の関係式が成立する理由について簡潔に説明し、明確化する。

③分割域　　　　　　　　　：　ラベル分割の結果、第ｎ分割に属しているか、ｎ値を表示する。

④関係グラフ　　　　　　：　製品シリーズの特性を表す式の根拠となった、データの分布を表す。
データ分布をプロットで表すと共に、関係式を実線で表し、バラツキの基準範囲のラインを破線
で表す。また、代表モデルのプロットについては、四角で囲む等により明確化する。

製品シリーズの定義は、以下の内容の「製品シリーズ定義書」にて定義し、明確化するが、これはラベ
ル登録要件に含まれ、ラベルを登録する企業が作成し、ラベル登録申請書類の一つとしてエコリーフ
事務局に提出するものとする。

①型式（メーカ型式）　　：　当該製品シリーズに含まれる製品型式名を列挙する。　

３）対象製品の範囲　　：　　対象となる製品の範囲を明確化する。
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付表２：　製品シリーズの設定 2006.12.19制定

２）ラベルを登録公開する者は使用者等からの以下の問合せについて回答できることとする。
①環境負荷値に関する電話等の問い合わせに対しては数値で回答する。
②ユーザ企業の体系に基いて付与される型式（ユーザ型式）について問合せを受けた場合
には、ユーザ型式に対応するエコリーフラベル上の型式（自販機メーカの体系に基いて
付与される型式）を特定し、問合せ先に回答する。 .

８．「製品シリーズ定義書」の様式と記入例

製品分類別基準（PCR番号：ＣＦ01）に基づく製品シリーズの定義を以下に示す。

４）関係式

Ｘ軸 Ｘ軸
Ｙ軸 Ｙ軸

５）ラベル分割

代表モデル型式

備考
代表モデル型式区分

代表モデル製品説明

分割範囲
Ｙ軸
Ｘ軸

7連サーペン
42セレ機

製品質量特性消費電力量特性

５年間の消費電力量（kWｈ）

6765～9153

FA30S5LD7S FA42S7LD6
5連サーペン

30セレ機

1）製品シリーズ名称

製品シリーズ定義書（1/2）

通常より分厚い断熱パネルを使用することにより、庫内の熱の流
出を低く抑えた省エネタイプの自販機のシリーズ

日付 2006/11/15

２）製品シリーズ特性

３）対象製品の範囲
①セレクション数：15から49セレ
②庫内容積：600～2600ℓ

③
関
係
式
の

成
立
理
由

④
関
係
グ
ラ
フ

庫内の保温状態を維持するためには、外部から
の熱移動量に相当する熱量を、冷却装置により
熱交換を行う必要があり、熱移動量に見合うエネ
ルギーが電力として消費されるため、調整庫内
容積にほぼ比例する。

製品質量（㎏）
①
関
係
式

②
倍
率
式

8080

調整庫内容積(ℓ）

缶ボトルホットアンドコールド高断熱厚壁機シリーズ

会社名

製品体積（ℓ）

計算代表モデル

5連サーペン
15セレ機

FPC15S5LY6

計算代表モデル

450

材料構成が同一であり、かつ製品体積の
大きさに応じて製品の質量が決まるため、
製品質量は製品体積にほぼ比例する。

2192～2747
9153～11000

1476～2192

実測代表モデル

代表モデル型式のY値

946～1476
5000～6765

分割定義項目 第１分割 第２分割 第３分割 第４分割

代表モデル型式のY値

Ｙ
軸 第１分割 第2分割 第3分割

第4分割

X軸

y = 3.4323x + 1847.6

R2 = 0.799

y = 3.7756x + 2032.3

y = 3.0891x + 1662.8

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

14000

0 500 1000 1500 2000 2500 3000

消
費

電
力

量
(ｋ

W
h
/
5
y)

調整庫内容積(ℓ)

消費電力量特性

代表モデル

y = 0.3159x + 79.021

R2 = 0.9842

y = 0.3475x + 86.9

y = 0.2843x + 71.1

0
100
200
300
400
500
600
700
800

0 500 1000 1500 2000

質
量

(k
g)

実庫内容積（ﾘｯﾄﾙ）

06年 缶自販機質量特性

代表モデル

14 1029.21025.4
8080

−− ×+×== XYb

6.18474323.3 += XY 021.793159.0 += XY

14 1076.11002.7
450

−− ×+×== XYa
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付表２：　製品シリーズの設定 2006.12.19制定

６）当製品シリーズに含まれる製品型式

1 FA30S5LD7S 実測 2 M
2 FPC15S5LY6 計算 1 M'
3 FPR20S5RD6 1 S
4 FA30S5LD7S 2 P
5 SLA25S5LD6 2 P
6 FCE30S6LTJ6 3 P
7 FA42S7LD6 計算 3 M'
8
9
10
11

９．シリーズ内製品型式のデータ開示
　シリーズ製品のラベル上でのデータ開示方法は、下記の計算ルールに従うものとする。

（記号説明）
I ：各インベントリ量 a：原単位
I' ：各インベントリ相当量 P：消費電力量実測値
M：質量実測値 ｐ：消費電力量実測あるいは推定値（計算ラベルのプロットデータ）
∑M：製品総質量（実測） W：測定物理量
∑m：製品総質量（実測あるいは設計）

以上

代表モデル型式以外の
その他の型式

5513

Id' = Id×F1(製品体積)
Iu' = Iu×F2(製品調整庫内容積等)
It' = It×F1(製品体積)
Iv' = Iv

600 287
318

計算ラベル

（関係式を使用）（注２）

代表
区分

分
割
域

1100
4501100

型式
（メーカ型式）

№
分
類

調整庫内容
積ℓ

消費電力
量kWｈ

製品体積
ℓ

製品質量
㎏

備考

1800 8080

1200 5846

日付

700
1600 7179 900 381
2100 8845 1000 413
2250 9345 1100 445
2500 10178 1250 492

会社名

製品シリーズ定義書（2/2）

2006/11/15

Iv = ∑vi　(ai×Mi)　

実測代表モデル型式

リサイクル
廃棄
使用
物流
製品製造
素材製造
↓ライフステージ
代表モデル⇒

（注１）「計算代表モデル型式」については、関係式により得られるデータではなく、各モデル型式のプロット
データを用いて様式１～３のデータを作成する。

計算代表モデル型式
実測ラベル

Iv' = Iv×F1(製品体積)

Ir' = Ir×F1(製品体積)

It' = It× ∑m/∑M

（通常のエコリーフ）

Ir = ∑ri　(ai×Mi)
Id = ∑di　(ai×Mi)

ラベル種類⇒

（注２）代表モデル型式以外のシリーズ内型式については、関係式による開示のみとする。

Iv' = Iv
Iv' = Iv× ∑m/∑M
（実測・設計値を使用）（注１）

Ir' = Ir× ∑m/∑M
Id' = Id× ∑m/∑M
Iu' = ai×piIu = ai×Pi　

It = ∑ti　(ai×Mi)　
Iv = ∑vi　(ai×Wi)　
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付表３：　部品等A一覧表 2006.12.19制定

部品等A一覧 1.　○印のサイトデータ採取する。
2.　○印てない項目は原単位を使う。

区分

項目 素材 プレス 溶接 塗装 上塗り 最終組立 項目 素材 プレス 溶接 塗装 上塗り 最終組立 項目 素材 プレス 溶接 塗装 上塗り 最終組立 項目 素材 プレス 溶接 塗装 上塗り 最終組立

外箱本体 ○ 外箱本体 ○ 外箱本体 ○ 外箱本体 ○
基台本体 基台本体 外箱補強板(L・R・T) 外箱補強板(L・R・T)
基台補強金 基台補強金 背板 背板
背板 背板 基台(ベース)本体 基台(ベース)本体
上部補強金 上部補強金 基台(ベース)補強板 基台(ベース)補強板
その他構成部品 その他構成部品 その他構成部品 その他構成部品

図
示

項目 素材 プレス
機能
検査

最終組立 項目 素材 プレス
機能
検査

最終組立 項目 素材 プレス
機能
検査

最終組立 項目 素材 プレス
機能
検査

最終組立

ラック側板 ラック側板 ボディコラム カップ機構(本体部)
セグメント 扉 仕切り板 カップ機構
トップトレイ レール 天板 カップ機構(押出部)
ﾃﾞｨｽﾀﾝｽﾋﾟｰｽ アタッチメント 底板 カップ機構(搬出部)
その他構成部品 その他構成部品 その他構成部品

図
示

項目 素材 プレス
機能
検査

最終組立 項目 素材 プレス
機能
検査

最終組立 項目 素材 プレス
機能
検査

最終組立

MC取付台 MC取付台 　　MC取付台
圧縮機 圧縮機 　　圧縮機
蒸発器 蒸発器 　　水槽蒸発器
リターンパイプ リターンパイプ 　　製氷機蒸発器
その他構成部品 その他構成部品 　　リターンパイプ

　　その他構成部品

図
示

収
納
装
置

冷
却
ユ
ニ

ッ
ト

名称

何
れ
か
一
方
を
選
択

構
成
工
程

必
須
選
択

構
成
工
程

構
成
工
程

外
箱

ユニット
組立

○ ○
部品等A以外
を含め採取

部品等A
以外を含
め採取

部品等A
以外を含
め採取

○

ユニット
組立

○
部品等A以外
を含め採取

カップ

○ ○ 除外
部品等A以外
を含め採取

タバコ

○ ○ 除外

ユニット
組立

○ ○
部品等A
以外を含
め採取

ユニット
組立

○ ○
部品等A
以外を含
め採取

部品等A
以外を含
め採取

紙容器

○ ○ 除外
部品等A
以外を含
め採取

○ ○
部品等A
以外を含
め採取

缶　・　ボ　ト　ル

ユニット
組立

部品等A
以外を含
め採取

○ ○ 除外

ユニット
組立

○ ○

ユニット
組立

○ ○

ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ部を除く

水槽蒸発器

製氷機蒸発器
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付表４：　廃棄シナリオ 　　2006.12.19制定
自販機の産廃処理（自販機工業会版を参考）

[本体]

回収
材質別

部品選別

[回収率100%]

破砕・選別
処理

金銭処理装
置

(C/M B/V)

機器メーカ/
機能消滅

ﾘｻｲｸﾙ処理

蛍光灯（注１）
専門業者/
産廃処理

ｶﾞﾗｽ175g/本
Ａｌ板5g/本

ｼｭﾚｯﾀﾞ
ﾀﾞｽﾄ

産廃焼却 産廃埋立

（注１）交換用を含めて３セットで計算する

フロンガス
フロン破壊
処理施設/

破壊
分解処理

二次製品
として

再生利用

ノンフロン 大気開放

機械油 産廃焼却

ニカド電池
リチウム電池

ﾆｶﾄﾞ･ﾘﾁｳﾑ
電池ﾒｰｶ/
リサイクル

カットオフルー
ル適用

[梱包]

シート
ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ
再利用

ＰＰバンド

段ボール
段ボール
再利用

事前選別

[鉄鋼]
鉄（筐体等）

他

[非鉄金属]
銅（パイプ

等）
ｱﾙﾐ(部品等)

[樹脂]
塩化ﾋﾞﾆｰﾙ（ﾊﾟﾈﾙ等）
発泡ｳﾚﾀﾝ（断熱材）

その他

一部海外出荷、紛失な

どがあるが、ﾏﾆｭﾌｪｽﾄ処

理で100%回収とする。

（基本システムフロー）

（代表的な現状処理）

破砕・選別処理：原単位は、エ

コリーフ原単位か独自の投入

エネルギー原単位でも可能。

電照板（PMMA)の再利用は、全般

的でないので今回は対象外とする。

[ﾘｻｲｸﾙ率：鉄、銅、ｱﾙﾐ

80%]：JEMAによる。

ﾚｱﾒﾀﾙ再生は、全

般的でないため今

回は対象外とする。
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付表５：機種別製品仕様一覧表 2006.12.19制定

必須表示項目 環境負荷関係項目
該当項目への下記数値は、記入例である。

仕様項目 缶 紙容器 カップ たばこ

販売種類 30種類 24種類 ― 40種類
収容数 676本（250細缶換算） 696個 （250ml紙容器換算） ― 1216個 (Kｻｲｽﾞ)
商品選択数 ― ― 24フレーバー ―
原料種類 ― ― １３種類 ―
紙ｶｯﾌﾟ収容数 ― ― 1583個 ―
調整庫内容積 １６００ℓ １６００ℓ ― ―
消費電力量（５年間） ８０００kWh ８０００kWh ４０００kWh １０００kWh

製品質量
336㎏ 380㎏ 385 kg 235 kg (本体186 kg＋おもり49

kg)
調整熱容量 ― ― 5000kJ ―

外形寸法
H1,830×Ｗ1,161×Ｄ649　㎜ H1,830×Ｗ800×Ｄ789　㎜ H1,830×Ｗ990×Ｄ780

(MAX827) ㎜
H1,830×Ｗ800×Ｄ486　㎜

蛍光灯ワット数 ― ― ― ６７W
冷媒 HFC　R407C HFC　R407C HFC　R134a ―
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